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電気協同研究第７２巻第 1 号「水力発電所付属設備の設計指針」正誤表 

 

１．第 6-3-2図 電動サーボモータ駆動電源の種類・・・P36 

 

（誤)  

      

（正） 

       

 

 

 

２．6-3-2 電動入口弁（４）電源・・・P39 

（誤）なお、非常用電源の簡素化を目的とし、入口弁に非常閉鎖用の重錘が設置 

されてい場合、 

（正）なお、非常用電源の簡素化を目的とし、入口弁に非常閉鎖用の重錘が設置 

されている場合、 

 

３．13-3-2 システム要項（１）容量・・・P79 

（誤）ｎ：速度の関数で表された加速トルク（p.u.） 

   Ｔ（ｎ）：時刻ｔにおける回転速度（p.u.） 

（正）ｎ：時刻ｔにおける回転速度（p.u.） 

   Ｔ（ｎ）：速度の関数で表された加速トルク（p.u.） 

 



４．第 13-2-1表 各始動方式の適用実績・・・P78 

（誤） 

      
 

（正）  

   
                                    

 

 

 

 

 



５．第 2-4-3 表 バイパス弁の漏水量・・・P16  (R03.12.22追記) 

（誤） 

 

 

 

 

 
  

 

（正） 

 

 

 

 ＤＶ:バイパス弁の口径（ｍ） 

 

６．令和 4年 7月 25日追記分 

 

(1) P.84 （２・1）式 

(誤） 

VA =  省略 

 ＝ 省略 

      = VX1 +
1

60
(qℓ−

(1.5VX + qℓ) × 1.05

1.05
) (Tc + To) 

= VX1 +
1.5

60
VX(Tc′ + To) 

(正) 

VA   = 省略 

  = 省略              

      = VX1 +
1

60
(qℓ−

(1.5VX + qℓ) × 1.05

1.05
) (Tc′ + To) 

= VX1 −
1.5

60
VX(Tc′ + To) 
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(2) P.84 注１（左段、下から 7 行目） 

(誤） 

 注 1：（3・1）式の右辺第 3 項は、第 1 段動作中の圧油ポンプからの補給量を示 

す。  

(正) 

   注 1：（2・1）式の右辺第 3 項は、第 1 段動作中の圧油ポンプからの補給量を示 

す。 

  

(3) P.84 右段 (2) 

(誤） 

 (2) 第２段消費油量（VB）  

(正) 

   (2) 第２段消費油量（VB） 

 

(4) P.85 （２・4）式 

(誤） 

       Pq2′ = (Pq2′ + 0.1) (
V1

V1 + VA
)

n

− 0.1 > Pq4 

(正) 

       Pq2′ = (Pq2 + 0.1) (
V1

V1 + VA
)

n

− 0.1 > Pq4 

 

(5) P.85 （２・8）式 

(誤） 

 Pq4′ = (Pq4 + 0.1) (
V2′

V2′+VB
)

n
− 0.1 > Pq5 

(正) 

 Pq4′ = (Pq4 + 0.1) (
V2′

V2′+VB
)

n
− 0.1 > Pq5 

 

(6) P.88 （２・11）式 

(誤）     

    Q = [
VX

40
× 60 + qℓ × 1.05] 

(正) 

Q = [
VX

40
× 60 + qℓ] × 1.05 

 

(7) P.88 （２・12）式 

(誤）     

    Q = [
VVO

TVO
× 60 + qℓ × 1.05] 

(正) 

Q = [
VVO

TVO
× 60 + qℓ] × 1.05 

 

 

 



 

(8) P.89 右段 下から 4,5 行目 

(誤） 

n :ポリトロープ指数（断熱変化）1.41*1    

注 1；第 1 段および第 2段動作開始時の状態量は油の消費量が一定でないため, 

  比較的短時間に消費した場合は断熱変化となるので n=1.41 を使用する。 
(正) 

n :ポリトロープ指数（断熱変化）*1    

注 1；第 1 段および第 2段動作開始時の状態量は油の消費量が一定でないため, 

  比較的短時間に消費した場合は断熱変化となる。 

 

(9) P.90 （2・24）式 

(誤） 

  V1 = [
P4max+0.1

P1+0.1
]

n′
∙ V5 

(正) 

                  V1 = [
P4max + 0.1

P1 + 0.1
]

1
n′

∙ V5 

 

(10) P.90 （2・27）式 

(誤） 

 V2 = V1 [
P1+0.1

P2+0.1
]

n′
 

(正) 

 V2 = V1 [
P1+0.1

P2+0.1
]

1

n′
 

なお、（2・24,25）式と表現方法を合わせる場合は、 V2 = [
P1+0.1

P2+0.1
]

1

n′
∙ V1 

 

(11) P.91 （2・28）式 

(誤） 

 VR = V5′ − V2 − VB ≧ 0.1V5′ 
(正) 

 VR = V5′ − V2 − VB ≧ 0.1V5′ 
 

(12) P.91 （2・29）式 

(誤） 

 V1 = [
P4min+0.1

P1+0.1
]

n′
∙ V5′ 

(正） 

 V1 = [
P4min+0.1

P1+0.1
]

1

n′
∙ V5′ 

                

以上 

 

 


